
学校全体で組織的に取り組む授業改善の事例 佐伯市立渡町台小学校

渡町台小学校では、「子どもが『活動したくなる』『表現したくなる』単元構成と指導計画（指導と評価の計画）の工夫～生活科・総合的な学習の時間を中心として～」を
テーマに研究に取り組んでいる。

取組概要

地域住民等の防災意識を高めるため、１年間防災について学習してきたことや考えてきたこと等について、
コーナーを設けて発表会を実施。
端末を活用したプレゼンテーションや、防災リュックの中身の紹介、防災食の試食等の運営を児童自身が
行う。また、学校用防災備蓄品の購入のため、募金活動も行う。

第５学年「災害から命を守るプロジェクト～渡町っ子防災士の挑戦～」

防災マップ

ハザードマップを確認したり、自分たちで
作ったりすることの重要性をプレゼン

防災食の試食コーナー

防災リュックを取材する４年生

それぞれ担当するコーナーで、考えたことや伝えたいことを表現する


